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問	

市
内
小
学
校
の
正
規
職
員
数
333
人
の
う
ち
、

40
代
の
男
性
教
職
員
が
10
人
、
女
性
教
職
員
が
31

人
、
次
代
を
担
う
管
理
職
候
補
教
職
員
の
低
年
齢

化
が
起
き
て
お
り
、
中
学
校
を
見
て
も
同
様
な
傾

向
で
す
。
こ
の
現
状
に
対
し
、
市
と
し
て
ど
の
様

な
対
策
を
行
う
の
か
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
え
び

な
っ
子
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
の
中
で
若
い
教
職
員
の

皆
様
の
指
導
力
向
上
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
学
校
経

営
能
力
も
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現
在
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
具
体
的
な
研
修
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答	

（
教
育
長
）‥
今
後
の
管
理
職
の
登
用
に
つ
い

て
は
、
将
来
的
な
展
望
に
た
ち
、
若
手
教
員
を
積

極
的
に
総
括
教
諭
や
指
導
主
事
に
起
用
し
、
業
務

を
経
験
さ
せ
る
な
ど
人
材
育
成
を
図
る
中
で
、
若

手
の
管
理
職
の
登
用
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
管
理
職
、
総
括
教
諭

の
登
用
に
お
け
る
年
齢
制
限
な
ど
の
資
格
要
件
緩

和
を
県
教
育
委
員
会
に
要
望
し
適
切
な
教
職
員
の

配
置
を
進
め
ま
す
。
研
修
に
つ
い
て
は
、
市
主
催

と
し
て
「
指
定
研
修
」
と
「
希
望
研
修
」
が
あ
り
、

ま
た
県
主
催
と
し
て
「
年
次
研
修
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
年
次
に
応
じ
た
研
修
が
途
切
れ

な
い
よ
う
工
夫
し
、
教
職
員
と
し
て
の
教
養
や
資

質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

・
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

問	

市
は
、
食
の
創
造
館
に
お
い
て
市
内
小
学
校

12
校
の
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
給
食
全
体

に
占
め
る
地
場
産
の
食
材
使
用
比
率
は
低
い
状
態

だ
と
思
い
ま
す
。
国
や
県
は
27
年
度
に
地
場
産
使

用
比
率
を
30
％
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
地

場
産
使
用
比
率
の
向
上
は
、
児
童
生
徒
の
食
育
の

推
進
や
農
業
振
興
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
学
校
給
食
に
、
安
心
か
つ
新
鮮
な
地

場
産
の
食
材
を
積
極
的
に
導
入
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
季
節
的
に
は
、
イ
チ
ゴ
ミ
ル
ク
や
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
の
飲
物
や
毎
月
2
～
3
回
を
「
海
老
名

産
デ
ー
」
と
設
定
し
、
そ
の
日
に
集
中
し
て
地
場

産
の
食
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
幅
広
く
生
産
者
の
協
力
を
仰
ぐ
事
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答	

（
市
長
）‥
海
老
名
で
採
れ
た
新
鮮
な
食
材
を

学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
お
り
、
今
後
、
市
と
し
て
学
校
給
食
に
よ
る
地

産
地
消
を
更
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

答	

（
教
育
部
長
）‥
海
老
名
産
給
食
デ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
か
な
が
わ
産
品
学
校
給

食
デ
ー
」
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
海
老

名
産
の
食
材
の
割
合
や
回
数
を
増
や
す
こ
と
で
充

実
を
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
排
水
路
な
ど
の
管
理
に
つ
い
て

問	

市
は
、
本
年
第
1
回
定
例
会
に
て
、「
10
月
を

目
標
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本
郷
ル
ー
ト
の
代
替

措
置
と
し
て
、
民
間
路
線
バ
ス
の
運
行
を
調
整
し

て
い
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。
本
定
例
会
に
提
出

さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
関
連
経
費
が
計

上
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
関
係
者
間
と
の

調
整
や
、
実
証
運
行
の
効
果
に
つ
い
て
市
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
本
郷
ル
ー
ト
の
課
題
に
対

す
る
対
応
や
、
本
郷
東
側
地
域
の
高
齢
者
対
策
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答	

（
市
長
）‥
本
郷
ル
ー
ト
代
替
手
段
と
し
て
の

海
老
名
～
寒
川
駅
間
の
民
間
路
線
バ
ス
実
証
運
行

は
、
寒
川
町
や
バ
ス
事
業
者
と
協
議
し
、
10
月
か

ら
6
カ
月
間
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

答	

（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）‥
運
行
に
伴
い
、
両
自

治
体
間
の
交
流
や
海
老
名
駅
・
本
郷
地
区
の
商
業

施
設
へ
の
来
客
数
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

バ
ス
停
留
所
を
2
カ
所
新
設
し
、
運
行
も
平
日
で

本
郷
ル
ー
ト
の
往
復
16
便
か
ら
20
便
に
増
便
し
、

通
勤
時
間
帯
も
考
慮
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
対

策
と
し
て
は
、
バ
ス
が
市
道
8
号
線
を
通
り
寒
川

駅
に
向
か
う
た
め
、
現
在
、
中

野
お
よ
び
門
沢
橋
地
区
を
運
行

し
て
い
る
「
ぬ
く
も
り
号
」
で

対
応
す
る
よ
う
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。

問	

市
内
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
、
雨
水
問
題
に

関
し
て
、
特
に
ど
の
地
域
に
課
題
が
あ
る
と
市
は

認
識
し
て
い
る
か
、
ま
た
26
年
度
以
降
、
具
体
的

に
ど
う
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
、
市
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答	

（
市
長
）‥
雨
水
の
整
備
進
捗
率
は
約
42
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
雨
水
整
備
計
画
」で
は
、
1
時

間
に
50
ミ
リ
の
雨
水
処
理
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
も
あ
り
、
こ
の

計
画
を
上
回
る
降
雨
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
昨
年

は
観
測
史
上
最
大
の
1
時
間
あ
た
り
100
ミ
リ
超
の

豪
雨
に
よ
り
、
市
内
で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
着
実
に
整
備
の
進
捗
を
図

る
と
と
も
に
、
雨
水
の
放
流
先
で
あ
る
河
川
整
備

の
遅
れ
に
対
し
、
管
理
者
で
あ
る
県
に
、
改
修
の

早
期
実
施
の
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

答	

（
建
設
部
長
）‥
今
後
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

昨
年
作
成
し
た
「
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
想

定
さ
れ
る
浸
水
区
域
や
被
害
の
状
況
を
考
慮
し
、

投
資
効
果
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
よ
う
に
計
画
の

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
重
点
的
な
雨
水
整
備

を
図
り
ま
す
。
26
年
度
は
、
東
柏
ケ
谷
・
国
分
・

社
家
地
区
の
雨
水
整
備
を
引
き
続
き
進
め
、
新
た

に
河
原
口
地
区
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
教
育
委
員
会
制
度
と
運
用
に
つ
い
て

教
職
員
の
現
状
は

創
新
海
ク
ラ
ブ　

久
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